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15術中モニタリングの現状と今後の課題
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新渦大学脳研究所 lli"|!経外科

ングでは経頭捲晒女(刺激による咽頭誘発電位が術

後の嚥~|ざ陣'!Ifの懇化やlill復過程を予測する上で有

用であることを報iI;してきた．錐体路のモニタリ

ングである迎助誘発1,u位は経頭辮通気刺激，経皮

伽‘ﾛ鯏ill激を川いて，術後の片麻禅との柑関につ

いて検討してきた．

【今後のi洲迦】脳神経モニタリングについては，

礎|;珊性，礎|喰性の『'j検討，経頭盗屯気刺激による

巡助誘発地位モニタリングについては，各施設や

各科でのillll定方法が異なり，今後測定方法の標準

化が課題となる．また，現〈I新潟大学では，術中に

近赤外分光法を川いてIl[接脳表から脳血流を記録

する方法に取り組んでおり，今後言語機能のモニ

タリングとして期待される．

【はじめに】新潟大学lliM神経外科での術中モニタ

リング件数は10年前の3僻近くになっており，近

年手術におけるIn甥性がjWしている．今回は，今

まで取り糺'んできた術II!モニタリングについて総

括し，今後の課題について報f!了する．

【結果】現在行っている術II!モニタリングは脳神

経の第1lからXII神経，感党路，錐体路，および言

語機能である．頭證底ﾙI甥における顔面神経モニ

タリングでは経賊辮．“(刺激による顔面運動誘発

嘔位を早くから導入し，摘出前後の振幅比が術後

の顔Ihi巡勤機能と#l関し，機能予後を予測する上

で有用であることを報告してきた．片側顔面けい

れんでは災常筋屯IxI,顔面運肋誘発電位および自

然発火による顔mi筋fulXIモニタリングの有用性に

ついて検討してきた． また舌I咽迷走神経モニタリ
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